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企業の繁栄は、お客様との間の心の
結びつきの深さによって決まる、とい
う喜多村実の言葉があります。

全国の都市といわず田園地帯までも
大型チェーンストアの無秩序な進出に
よって、地域景観が破壊されています。
町並みや自然風景が資産として価値を
生もうとしている現在、流通業は地域
の長い歴史や風土を大事にする眼差し
を持ってほしいと思います。

店を出して売れなくなると、さっさ
と店をたたんで消えてしまう。地元民

との心の結びつき、ふれあいのカケラ
も感じられません。

地域の雇用に貢献したではないかと
いう声も聞こえそうですが、そんな次
元ではなく商人の根本的な振舞い方の
問題です。いま、環境の時代です。昔の
ような、ダンプカーが野辺のタンポポ
を踏みにじって走っていたような、経
済成長の時代ではありません。

かつての地域商業者には、その町で
「お客と共に」繁栄するという考えが浸
透していました。もう一度 商業は文化
であること、その芯にある「共生の精神」
こそを見つめ直したいと思います。

＊下掲は昭和40年代に月刊『公開経営』に載っていた
喜多村実の言葉。
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